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や
産
業
資
材
な
ど
幅
広
い
用
途
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ニ
ッ
ト
の
中
で
も
同
社
が
専
門
と
す
る「
経

編
み
ト
リ
コ
ッ
ト
」は
、
女
性
用
イ
ン
ナ
ー
ウ

ェ
ア
、
水
着
・
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
医
療
用
コ

ル
セ
ッ
ト
や
包
帯
な
ど
、
馴
染
み
の
製
品
と
し

て
手
に
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
工
場
に
は
25
台
の
編
立
機
と
11
台
の

整
経
機
が
稼
働
。
平
均
年
齢
30
代
の
若
い
従
業

員
た
ち
17
人
を
中
心
に
、「
生
機
」と
呼
ば
れ
る

染
色
加
工
前
の
状
態
の
生
地
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
年
間
生
産
量
は
約
７
２
０
０
反
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
中
の
基
本
的
な
品
番
の
数
は
40
種
に
お
よ

び
ま
す
。

　
「
原
糸
は
糸
撚
の
回
数
や
ノ
ッ
ト（
結
び
目
）

な
ど
が
適
切
な
状
態
で
な
い
と
編
み
立
て
ら
れ

な
い
ん
で
す
。
編
み
立
て
ら
れ
る
状
態
に
す
る

ま
で
に
半
年
か
ら
１
年
く
ら
い
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」と
、
熊
坂
社
長
は
よ
り
よ
い
生
地
作

り
の
た
め
に
妥
協
を
し
な
い
姿
勢
を
示
し
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
原
糸
メ
ー
カ
ー
と
連
携
を
取
り
つ
つ
、
理

想
の
原
糸
に
近
づ
け
ま
す
。
同
社
の
熟
練
の
技

　
■
繊
維
産
業
の
発
展
に
貢
献

　

創
業
は
１
９
５
２
年
３
月
。
熊
坂
聡
社
長

の
祖
父
の
代
に
橋
本
駅
周
辺
の｢

旭
地
区｣

で
出
発
し
た
こ
と
が
、
社
名
の
由
来
で
す
。

１
９
６
４
年
か
ら
下
九
沢
に
移
り
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

　
創
業
当
時
の
１
９
５
０
年
代
は
、
従
来
の
綿

糸
や
毛
糸
の
ほ
か
、
新
素
材
で
あ
る
合
成
繊
維

が
加
わ
り
、
日
本
の
繊
維
産
業
が
基
幹
産
業
と

し
て
成
長
し
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
同
社
は
合
繊
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
編
織
技
術
を
他
社
に
先
駆
け
て
確
立
し
、
ス

パ
ン
デ
ッ
ク
ス（=

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
）糸
を
編
み

込
ん
だ
伸
縮
性
の
あ
る
ニ
ッ
ト
生
地
の
開
発
、

製
造
、
販
売
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
■
身
近
な
暮
ら
し
の
立
役
者

　
ニ
ッ
ト
生
地
は
織
物
生
地
と
違
い
、
１
本
の

糸
か
ら
編
目
を
作
り
な
が
ら「
ル
ー
プ
」と
呼

ば
れ
る
輪
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。

伸
縮
性
や
柔
軟
性
、
保
温
性
や
ド
レ
ー
プ
性
な

ど
に
優
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
特
性

を
生
か
し
、
衣
料
全
般
の
ほ
か
、
イ
ン
テ
リ
ア

　緑区下九沢に社屋を構える旭
編物は、経編（タテアミ）ニット
生地の開発・製造・販売を行っ
ています。取材当日の工場内に
は名だたる原糸メーカーから取
り寄せた原糸が堆く積まれ、そ
れらの原糸を使って生地を高速
で編み立てる音が鳴り響いてい
ました。ニット生地の中でも同
社が得意とする「経編みトリコ
ット」は、女性用インナーウェア
や水着・スイムキャップ、医療
用コルセットや包帯など、私た
ちの生活に欠かせない製品に生
まれ変わり、世の中に役立てら
れています。繊維産業の厳しい
国際競争にさらされながら、創
業70年以上。衣食住の「衣」の部
分で私たちの暮らしを支えてき
た老舗企業に迫りました。

が
生
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
■
生
地
メ
ー
カ
ー
の
可
能
性

　
従
来
の
用
途
に
加
え「
ザ
イ
ロ
ン
」と
い
う

耐
熱
性
、
難
燃
性
が
高
く
、
ア
ル
ミ
粒
子
を
接

着
し
た
特
殊
繊
維
を
使
っ
て
の
編
立
に
成
功

し
、
防
災
服
の
裏
地
と
し
て
用
途
も
広
が
り
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
経
編
み
と
い
う
大
量
生
産
型
の
業

態
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
昨

今
の
原
材
料
の
高
騰
の
影
響
な
ど
、
難
し
い
局

面
も
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。

　
「
今
後
も
続
け
て
い
け
る
企
業
を
目
指
す
た

め
に
も
、
従
来
の
ア
パ
レ
ル
分
野
に
加
え
て
、

医
療
や
福
祉
な
ど
新
た
な
用
途
も
開
拓
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」（
熊
坂
社
長
）と
、
意
欲
を
燃

や
し
ま
す
。
同
社
が
誇
る「
伸
縮
す
る
素
材
」

の
可
能
性
は
、
ま
だ
ま
だ
広
が
り
ま
す
。

「
伸
縮
す
る
素
材
」で

�
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

旭
編
物
㈱
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